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生産現場情報

自動給水機アクアポートを活用した水稲水管理省力化実証について

ＪＡ全農あきたは、令和４年度から５年度にかけて「自動給水機アクアポートを活用した水稲水管理省

力化実証」を行いました。

■自動給水機アクアポートは稲作の水管理を省力化する水田用自動給水機で、上限用センサー・下限用セ

ンサーの２つのセンサーで水位を感知、自動で給止水することができます。

北菱電興（株）ホームページより引用

生産現場情報
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■実証の概要

目的：水稲の水管理についてアクアポートを活用して自動化することにより、圃場巡回回数を減らし労

務費とガソリン代の削減を図れるか等、水管理省力化効果を検証しました。

設置場所：県内５ＪＡ管内 ８経営体

□県北地区 ３経営体

生産者Ｏ １台（３０ａ圃場）

法人Ｈ ２台（３０ａ圃場 ×２）

生産者Ｔ １台（３０ａ圃場）

□中央地区 ２経営体

法人Ｈ ２台（８０ａ圃場 ×２）

法人Ｔ ２台（１００ａ圃場×２）

□県南地区 ３経営体

法人Ｎ ３台（１００ａ圃場×３）

法人Ｔ １台（３０ａ圃場）

法人Ｋ ２台（３０ａ圃場 ×２）

■水口形状の違いによるアクアポートの設置方法について

水口が１００Ａの塩ビ管であれば、

アクアポートはそのまま差し込み

可能となります。

また、１２５Ａや１５０Ａの場合も

異径ソケットを使用すれば、差し込み

できます。

塩ビ管付堰板の製作が必要となります。

■ 塩ビ管の場合

■ 堰板で止める場合

■間断灌水管理について

前

面

背

面
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■間断灌水管理について

■ 中干し後の間断灌水期間にもアクアポートを有効活用するため、令和５年度は法人Ｈの圃場にて

下記の方法で実践しました。

■ 先行導入している北陸地方の生産者から提示された使用方法となります。

■ 中干し中に地表面より深く穴を掘り、その穴に土が侵入しないよう波板で保護した上で水位セン

サーを設置することで、間断灌水管理が実現できます。

■ 設置圃場の減水深を把握する必要があります。

■ 中干し期間中の７／１０に間断灌水仕様でセンサーを設置しました。

※雨の影響で写真は水が抜けていません。

●上限センサー ●下限センサー

田面が露出しないよう、

この間の水位で水が動く

通常中干後

水が減っていくと…

このタイミングで

田面が乾き始める

このラインまで

入水開始！

田面より低い位置に下限センサー

が設置されています。

水の勢いで苗や除草剤が流れるのを

防ぐため、上向きにエルボを設置し

ています。

■抑草効果について（相乗効果）
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■抑草効果について（相乗効果）

■ ７月２０日 中干期間終了間近に法人Ｈの実証圃場と対照圃場において雑草の発生状況を比較。

■ 両圃場とも１条を１０ｍ程度歩き、雑草を抜き取りました。

⇒ 実証圃場（アクアポート設置）が対照圃場（非設置）よりも抑草効果が見られました。

実証圃場

（アクアポート設置）

対照圃場

（アクアポート非設置）

【実証圃場の主な発生草種】

・ホタルイ

・スズメノテッポウ

（やや枯れていた）

【対照圃場の主な発生草種】

・ホタルイ

（実証圃場に発生していたも

のより草丈が長く、一部穂を

つけていた株もあった）

田面を露出せず水管理を行えたことで、除草剤の効果を最大限に発揮できたと考えられます。

雑草の生育を抑制し、仮に残草しても中後期剤で殺草できる状態にとどめることが期待されます。

■実収量の比較（相乗効果）

■ 法人Ｈに実証圃場①、実証圃場②、対象圃場の実収量を聞き取りました。

⇒ 実証圃場（アクアポート設置）の方がやや収量が多い結果となりました。

・実証圃場の収量にはアクアポートを設置したことに

よる抑草効果も影響していると考えられます。

・対照圃場は法人Ｈ

代表が稲刈りした際

に刈取りムラを感じ

たとのことでした。

4 



■アクアポートの設置によるガソリン代、水管理時間削減効果について

（１）ガソリン代の試算（移植から４５日間毎日見回りに行ったと想定した場合）

■ 事務所から片道５㎞（往復１０㎞）に位置している水田圃場にアクアポートを設置した場合

法人Ｋの場合：１日２回設置圃場に出向いて水管理すると、かかるガソリン代は１０，５２４円

２日に１回設置圃場に出向いて水管理すると、かかるガソリン代は２，６３１円

□【１日２回】

５㎞（片道）×２（往復）×２（回）×４５（日間）＝９００㎞（総走行距離）

９００㎞（総走行距離）÷１５（燃費）≒６０Ｌ

６０Ｌ×１７５．４円＝１０，５２４円

□【２日１回】

５㎞（片道）×２（往復）×０．５（回）×４５（日間）＝２２５㎞ （総走行距離）

２２５㎞ （総走行距離）÷１５（燃費）≒１５Ｌ

１５Ｌ×１７５．４円＝２，６３１円

※移動手段は車、燃費は１５㎞／Ｌを想定。

※試算に利用したレギュラーガソリン価格は、アクアポート設置期間である

２０２３年５月２０日～８月中旬の平均価格：１７５．４（円／Ｌ）。

（２）水管理時間の試算

■ アクアポートを利用して、１日２回行っていた水管理を２日１回に削減できた場合

法人Ｋの場合：１日２回、１ｈ／回＝２時間

２日１回、１ｈ／回＝０．５時間

■令和５年度の実証アンケート結果

７，８９３円（約７５％）の削減効果※

１日１．５時間（約７５％）の削減効果

約５㎞

事務所

アクアポートで水管理を自動化！

圃場

何度も往復する必要なし！

ガソリン代の

削減！

労務時間の

削減！
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■令和５年度の実証アンケート結果

■ アクアポート導入後の水管理

⇒令和４年度同様、８０ａに１台の設置でも水が供給されていました。◎

ただし、２年目の使用となった機体では止水弁が水圧によるものか、損傷

しており止水中にも関わらず、やや水漏れを起こしていました。△

（メーカーより交換用止水弁を取り寄せ交換することで、通常通り機能しました）

■ アクアポートの設置難易度

⇒令和４年度同様、設置は容易。稲刈り前に法人で取り外していただいた

ため、撤収も容易となりました。◎

⇒間断灌水仕様も１か所１０分程度の作業時間で完了しました。○

■ アクアポートの購入

⇒やはり価格面がネックとなり、購入までは至りませんでした。△

※実証や展示会での推進で県内では７０～８０機の販売実績（累計）

【実証結果】

・設置したセンサー等の不具合は確認されませんでした。

・実証圃場が雑草が少なく、収量も多く確認できました。

・慣行区は法人代表が稲刈りした際に刈取りムラを感じたとのことでした。

・水管理にかかる時間を大きく減らすことができ、３～４日に一度の見回りでも十分とのコメントを

いただきました。

・センサーの設置方法によっては間断灌水管理も可能となります。

⇒水管理にかかる時間と労務費が削減できるだけではなく、

適切な水管理によって、雑草抑制や収量ＵＰが期待できる

という相乗効果もありました。

【他法人での実証について】

秋田県大潟村の圃場で行った実証では、八郎湖（干拓湖の残存湖）

から用水を引いており、夏場に大量の藻が発生します。

その藻がアクアポートの弁に絡まり、正常な動作となりません

でした。

ＪＡ全農あきたは引き続きＩＣＴ技術を活用したスマート農業の普及促進に努めてまいります。

営農支援部 営農支援課 ☎018-880-1011
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営農支援情報

今月は、梅雨入りとなります。この時期は豪雨なども予想されますので、あらかじめ明渠（めいきょ）

を掘るなど気象災害に万全な対策を講じてください。降雨後は、病害が発生しやすくなりますので、必ず

薬剤散布による防除を行いましょう。年によっては空梅雨となり、好天続きで害虫の発生が多くなること

もあります。日頃の観察を怠らず、適期作業による高品質生産を心がけることが大切です。また、この時

期は真夏のような気温が続くことがあり、降雨の少ない日が多い場合は、圃場に潅水するなど臨機応変に

対応してください。

◆主要花卉の現状と栽培ポイント◆

【露地ギク】：キクは、本県花卉生産の販売額第一位品目で、全体の約４割を占めています。

■摘芯した株から３～６本のわき芽が伸びていますので、そのわき芽が輪ギクで３本、小ギクで４～５本

となるように整枝します。勢いが強い枝や弱い枝を付け根からかき取り、平均的な枝を残すのがポイント

です。定植が遅れたところや側枝の伸びが悪い圃場では液肥や潅水を積極的に行い、ボリュームアップと

初期生育の確保に努めてください。

■梅雨時期は「白さび病」の発生に注意が必要です。整枝が

遅れ、枝や葉が込み合うと発生を助長しますので、適期作業

に努めてください。薬剤散布は１週間間隔で、予防剤を主体

に発生を確認したら治療剤に切り替え、被害の拡大を防ぎま

す。また、ハモグリバエ、アブラムシ、ミドリカスミカメム

シ、キクスイカミキリムシ等も発生する時期です。薬剤散布

の際は殺虫剤も混用してください。
白さび病

◎薬剤散布は、できるだけ午前中の涼しい時間帯に行い、周囲の農作物への飛散防止に十分注意

しましょう！

【トルコギキョウ（８月出荷作型）】：県南・中央地区で多く栽培され、９月～１０月に出荷する

抑制栽培が主流となっています。

チップバーン

■草丈が１５～２０ｃｍになるとチップバーンや茎折れの発生が多くな

ります。これらの障害は、多肥栽培や軟弱な株ほど発生しやすいため換

気を図り、潅水過多にならないよう土壌水分管理に注意してください。

また、チップバーンの発生が多い品種や樹勢が強くなりすぎた場合は、

定植後１カ月頃から出蕾期にかけて、カルシウム質資材を１０日間隔で

３～４回散布し予防しましょう。

■出蕾後の主枝中心花の摘蕾は、蕾が小豆大になったら行ってください。

摘蕾が遅れると蕾に栄養が取られ花蕾のバランスが悪くなるため、摘蕾

する蕾の大きさが３ｃｍ以内の時期まで実施してください。
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【リンドウ】：平成１４年に作付けが始まって以降、水田転作に適した品目として中央・県南地

区中心に飛躍的に面積が拡大し、平成３０年度の販売額は５億円を突破し、全国２位の品目と

なっています。

■６月は、茎の曲りが発生しやすい時期なので、ネット

上げはしっかりと行ってください。１番下のネットは草

丈の半分の位置、最上段のネットは草丈の８割までの位

置とし、２段目のネットが最上段と最下段の中間の位置

になるように調整します。ネット上げの際にネットから

茎がはみ出る場合があるので、ネット上げが終わったら

はみ出た茎をネットの中に入れ込みます。

この時、茎をおらないように注意してください。
こまめなネット管理を！

葉枯病

■病害では「葉枯病」に加え、６月下旬から「褐斑

病」が発生しやすくなります。６月下旬～７月下旬ま

での時期にストロビーフロアブルと「葉枯病」と同時

防除できるダコニール１０００を用いて防除してくだ

さい。

【シンテッポウユリ】：露地水田転作できる種子系のユリで、主に鹿角市と横手市で栽培されてい

ます。

■梅雨期は、「葉枯病」の発生が多くなる時期です。薬剤散布は新葉の展開速度に合わせて７～１０日に

１回としますが、降雨によって「葉枯病」の発生が助長されますので、降雨後は必ず散布してください。

株全体に薬剤が十分かかるように行ってください。

■ネットの引き上げ時期が遅れると、曲りの発生につながるので、こまめに引き上げを行ってください。

葉枯病葉枯病
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【ダリア】：平成１９年から本格的に栽培が始まり、世界的に著名なダリア育種家である秋田国

際ダリア園の鷲澤幸治氏と秋田県が共同開発した秋田県オリジナルダリア「ＮＡＭＡＨＡＧＥダ

リア」を主体に生産振興を進めダリア業界をけん引しています。

■生育が旺盛になる時期です。ネットを引き上げて

曲がらないようにしてください。下段のネットは地

面から２０～３０ｃｍの位置まで上げたら固定し、

上段のネットは生育に応じ適宜引き上げ、通路には

み出てくる新芽は軟らかいうちにネットの中に入れ

込んでください。

■豪雨などで排水不良になりやすい圃場は、

あらかじめ明渠を掘るなど気象災害に万全な

対策や準備をしてください。 ハダニ

◆各品種とも、うどんこ病やハダニ、スリップス、アブラムシ等の病害虫が多く発生する時期

です。適宜に防除を行いましょう◆

◎品目ごとの詳細については、各産地の栽培暦や技術情報を順守してください。

※秋田県園芸振興課作成資料より
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ご紹介

「ＨＡＰＰＹ ＴＯＧＥＴＨＥＲ ＯＮＥ」プロジェクト第１弾

～「サキホコレ」播種作業
今年も「ＨＡＰＰＹ ＴＯＧＥＴＨＥＲ ＯＮＥ」プロジェクトが始まりました！

このプロジェクトは、ＪＡ全農あきたと秋田ノーザンハピネッツがＪＡ秋田おばこ、大曲農業高等学校と

ともに秋田米新品種「サキホコレ」の農作業を行い、収穫したお米を秋田ノーザンハピネッツに贈呈する

ことで一層の活躍を応援する企画です。

今年もＪＡグループ「秋田米新品種サキホコレ研究会」の佐々木竜孝会長にご協力いただき、農作業を行

います。

◆４月２３日、令和６年度「ＨＡＰＰＹ ＴＯＧＥＴＨＥＲ ＯＮＥ」プロジェクト第１弾となる「サキ

ホコレ」の播種作業（種まき）を行いました。
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第１２回 秋田県ＪＡ－ＳＳ杯 「ミニバスケットボール大会」開催

４月２７日、２８日の２日間、羽後町総合体育館と湯沢市総合体育館を会場に、湯沢市雄勝郡バスケット

ボール協会および秋田県ＪＡ－ＳＳ連絡会（事務局：ＪＡ全農）主催、ＪＡグループ秋田およびＪＡグ

ループ関連会社等協賛による「第１２回秋田県ＪＡ－ＳＳ杯ミニバスケットボール大会」が開催されまし

た。全県から男女合わせて３２チーム、４００名を超える選手が参加し、トーナメント方式の本戦のほか、

惜しくも敗退したチームによる交流戦も実施されました。

【男子の部 優勝】 平鹿クラブＵ１２（横手市）
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【女子の部 優勝】 Ｊ-Ｌｉｏ Ｍｏｎｏｌｉｅｓ（仙北市）

この大会は、次世代を担う子どもたちの体力づくりとスポーツを通じての社会性の育成、ならびにミニバ

スケットボールの普及発展と地域全体の活性化を目指して開催されています。
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